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州の学校経営政策の分析を通して~J に若干の修正を加えて、日本学術振興会平成 21 年度科学研
究費補助金(研究成果公開促進費)の助成を受けて刊行された。











































































第1章で、はコールドウエノレとスピンクスの自律的学校経営論(Caldwelland Spinks 1988; 1992) 
の生成・発展について検討している。自律的学校経営論は、『自律的学校経営~(恒1e Self-Managing 
School， Falmer， 1988)および『自律的学校経営をリードするJ
(LeaむngSelf-Managing School， Falmer， 1992)において明らかにされている理論である。これ
らの研究は学校の権限拡大、チャーターの導入、学校評価の実施等を提案し、「未来の学校J














































































































評者は本稿を3月5日から 7Sにかけて開催された「英国中等学校長会J(Association of 
School and College Leaders， ASCL)年次大会への参加の最中にまとめ上げている。総選挙が間
近な政治家も含めて、ほとんどの人が「アカウンタピリティjを連発し、教育改革のあるべき姿
を論議していた。しかしその中味は、専門職への信頼か不信か、保護者の権限の拡大か専門職制
の保護かと言ったという旧来の議論から抜本的に抜け出せないように見えた。学校評価でも学校
監査 (SchoolInspection)から学校のレビューへの回帰、学校と保護者などのステークホルダー
との協働(Collaboration)がやや新鮮な主張に見える程度だった。評者も含めて、参加者の問に、
21世紀社会の新しい展望と理論が欲しいとしづ渇望観だ、けが妙に頭に残ったまま帰毘をした。著
者ならば、どのように次の展望を抱くのだろうか。
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